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石

議

情

題

前
毘
本
日
本
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紀
院
政
期
駐

(
研
究
第
〉



前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
黙

(
研
究
篇
)

石

晴

塚

通

一
、
は
じ
め
に

日
本
書
紀
古
訓
は
、
従
来
色
々
の
分
野
の
研
究
者
よ
り
関
心
を
有
た
れ
重
要
問
さ
れ
な
が
ら
、
其
の
性
格
は
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
ゐ

な
い
。
そ
の
た
め
引
用
に
際
し
て
も
、
何
本
の
何
時
代
の
訓
で
あ
る
か
を
明
記
せ
ず
等
し
並
み
に
日
本
書
紀
古
訓
と
さ
れ
た
り
、
流
布
本

で
あ
る
寛
文
九
年
版
『
噺
嗣
園
史
大
系
。
日
本
書
紀
』
等
の
底
本
)
訓
で
済
せ
る
傾
向
が
あ
り
、
市
も
一
種
の
上
代
資
料
と
し
て
扱
は
れ

る
こ
と
も
少
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
諸
本
の
聞
で
は
訓
の
系
統
が
異
り
、
加
貼
の
時
代
も
異
り
、
寛
文
九
年
版
訓
は
何
世
紀
に
も
亙
る
加

貼
の
錯
綜
し
た
も
の
で
あ
っ
て
市
も
或
る
系
統
の
癖
を
有
っ
た
訓
で
あ
る
。
日
本
書
紀
古
訓
の
系
統
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
か
に
さ
れ
て
ゐ

る
と
は
言
ひ
難
い
が
、
卒
安
時
代
加
融
諸
本
の
中
で
も
前
田
本
訓
・
国
書
寮
本
訓
と
岩
崎
本
訓
と
の
系
統
は
異
る
や
う
で
あ
り
、
ま
た
鎌

倉
時
代
中
期
以
降
の
卜
部
家
を
中
心
と
す
る
神
道
関
係
者
の
訓
は
研
究
の
成
果
と
し
て
の
集
成
的
@
復
古
的
・
擬
古
的
傾
向
を
も
有
ち
而

も
昔
時
の
語
形
語
法
を
も
交
へ
て
を
り
、
卒
安
時
代
加
貼
諸
本
の
訓
と
は
性
格
の
異
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
寛
文
九
年
版
訓
は
卜
部
系

諸
木
の
訓
の
色
濃
く
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
何
世
紀
に
も
亙
る
加
黙
の
錯
綜
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
何
本
の
何
時
代
の
訓
で
あ

北
大
文
学
部
紀
要
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議
問
出
品
本
バ
院
本
番
紹
院
政
鶏
絵

る
か

支

で
覚
文
九
年
腹
部
常
潟
ゐ
て
‘
等
し
並
み
に
日
本
書
紀
古
識
と
し
て
扱

e

っ
た
り
間
引
用
し
た

組
本
文
に
加
熱
怒
れ
た
鎖
黙
資
料
と
見
倣
す
べ
き
も
の
一
で
あ
り
、

れ
ソ
白
木
書
紀
古
関
の
系
統
と
年
代
性
と
を
究
扮
す
る
一
連
の

!l) 

と立
L 場
てよ
可り

言言究

日
本
書
詑
古
議
は

関
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
鶏
は
右
の

る
こ
と
に

も
の
で
あ
る
。

い
こ
と
を
諸
べ
た
こ
之
も
あ
る
ハ

日
本
書
記
本
文
り
系
統
ト
ド
ム
百
円
、
じ
系
統
訓
欝
も
極

容
第
十
四
誰
暮
総
と
懇
第
十
七
鍾
謹
龍
と
の
…
一
議
が
共
に
存
す
る
の
で
一
阪
本
の
箭
黙
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能

一
]
番
組
古
説
の
ふ
る
さ
・
ー
ー
ボ
ル
ぞ
カ

離
本
の
一
訓
鮪
を
路
較
し
で
英
の
一
致
の

間
訓
勲
一
語
翠
禽
・
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
〉

の
加
融
年
代
、
右
下
げ
南
本
の
先

六
回
議
熟
語
穣
像
・
昭
和
五

い
鵠
壊
に
あ
る
じ
ト
と
は
換
に
一
知
ら
れ
て
ゐ

「
調
書
寮

本
の
訓
が
謡
器
欽
一
本
を
全
く
そ
の
ま
L

に
受
犠
い

『
義
組
作
陥

。
昭
和
一

と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
で
ゐ
る
。

9 

-.2g(J白ーr

が
、
前
岡
本
の
み
に

は

題
本
の
鱗
貼
-W}
額
底
比
較
し
て

.
語
義
等
雨
中
ふ
の
翻
黙
に
共
通
の

の
全
債
を
一
訴
し
、

の
説
黙
の
相
玄
関
mmを
究
明
す
る
こ

十
二
年
五

目
的
と
し
て
、

に
つ
い
て
は
圏
蓄
摸
本
永
治
二
年
器
全
文
安
部
し
た
後
に
強
議
会
}
期

こ
と
に
す
る
。



一一、

前
間
同
本
日
本
書
紀
沼
巻
の

揺
に
加
離
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
鮫
名

の
濃
淡

十
一
世
紀
中
期
領
と
見
ら
れ
る
が
、
翻
絡
は
本
文
の
書
籍
よ
り
接
れ
院
政
期
も
大
分
下
る
時

ヲ
コ
ト

vC 

に
五
り
或
さ
れ
た
も
の

に
基
く
と
考
へ

(
左
訓
を
衣
行
の
右
凱
と
す
る

の
知
く
で
あ
る
が
、

に
つ
い
て
は
、

で
あ
る
こ
と
は
掛
か
で
あ
る
。
穀
名
字
鰻
及
び
ア
コ

Vi:こ

る
が
、
中
に
は
一
冗

い
学
鰻
を
其
の
ま

十
七
郎
行
問
/
慈
、
以
下
関
門
〉

ミ
ウ
ス
(
菱
〉
」
の

mw

「
オ
じ
み
小
ハ
大
克
〉
」
の

は
伽 ヤ1

「キ-一

〈

ミ

〉

の
「
ニ

〆「

な
誤
に
基
く
も
の

べ
き
で
あ
る
〉
。

な
い
。
十
四
四
「
ア
サ
メ
吋
ツ
リ
タ
マ
フ

の
議
結
資
料
と
し
て
見
倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
G

形
式
的
な
移

や
対
〆
コ
ト
貼
の
ズ
レ

い
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
が
移
籍
本

別
閣
の

。

(
移
貼
〉

の
字
瞳
に
改
め
て

て
ゐ
る
か

お1

た
も
の
も
有
る
。
俄
へ
ば
「
ス
」
の

二
形
「

い
は
、
十
七
郎
〈
怒
綴

」
で

ーっ

い
の
如
く
で
あ
る

の
み
に
見
ら
れ
る
が
、
一
五
の
字
韓
を
醸
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
喝
事
仇

党
の
字
謹
を
蔑
し
た
も
の
と
見
倣
し
得
る

の
名
蔑
か
と
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
方
は
で
、
よ
と
「
ニ
」
と

も

ョ
」
で
古
、

い
字
鐙
を
理
解
必

の
「
ア
」
立
後
に

十
七

字
形
の

腕
の

h

蝦
名
と
し
て

て
ゐ
る
僚
は
少
く

と
訂
正
し
て
ゐ
る

い
て
右
傍
に

間
接
に
十
臨
獄
「
モ
コ
ト
カ
(
諜
嬰
こ
の
例
は
、
一
五
の
字
践
が

よ
」
で

字
畿
が
…
川
の

市町1

」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

「
ネ
ヤ

へ
る
上
で
甚
だ

あ
っ
た
こ

し
て
ゐ
る
。
支
た
、

で
あ
り
「
ろ
」

あ
っ
た
こ
と

花
大
実
学
部
紀
要

「
イ
」
の

で
あ
る
が
、
こ

段一
γ

ん
ア
戸
行
の
「
品
」

の
本
の

い
史
料
で
あ
る
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ユ盃市

-Z一菅墨

窓
枠
予
ナ
関
(
栄
き
零
時
》

円

コ

瓦
s

l

リ

M
1

・

匂

匂

1

4
J
@

ス
-
d
町

、

+

カ

一

=

か

-
T

・一明

器
官
主
主
宰
豆
島
〉

ヲ
「
梓
十
い
1
h
e

匂
!
ー
ド
ー

一
定
星
G

一

一

-

一

一

-

安

忍

)

一

一

ム

4

4

可

ス

@

品

開

含

求

f
v

討
剖
吋

l
子
北
幸
町

U
η
l
e

容
事
-
平
安
基
(
号
訟
)

ヲ

2
T

ト
ハ
@
時
懸
賞
》
ゆ
A

A
4
4

吏

品

開

芳

一

-

由

か

宇

品

来
恥
劫
(
、
;
モ
人
格
二
浪
記
セ
だ

忠
良
，
号
、
ノ
モ
2

ハ
ペ

S
Vト
え

b
A
凪
持
‘
拘
十
誕
祭
・
・

7
2
yハ
ハ
朱
忍
』
ト
ス

ト」一一一一一--fk，
官ナ 作会

一一
トロムトロ
:口;
!日
会会

十品一一一~1"
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L よナーす弓1'1口?
i イヨ
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前
田
本
が
依
つ

の
段
階
で
既
に
こ

の

な
さ
れ
て
ゐ
た
可
能
性
も
あ
る
〉
。
こ

の
古
い

へ
て
ゐ
る
一

方
で
は
、

ウ
」
の
第
一
字
形
の

に
入
り
、

「
シ
」
の

り
は
上
り
、

「
ツ

く
内
機
に
入
り
、

ーっ

の

蓋
が
E
R
く
水
平
で
あ
る
と
い
ふ
片
録
名
字
競
史
上
新
し
い

い
特
徴
が

部
の

に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
全
巻
に
瓦
つ

」
と
よ
、
り
す
れ
ば
、
前
田
本
の

段
政
期
も
か
な
り
下

っ
た
も
の
と
考
へ
る

次
に
ブ
?
ト

つ
い
て
は
、
朱
熱
も
墨
貼
も
見
ら
れ
る

年
先
的
に

も
の
で
は
な
く
、

で
墨
諮
で
補
っ
た
り

話
闘
を
構
成
し
て
ゐ
る
。
巻
第
十

た
り
し
て
ゐ
る
。
所
翻
る
簿
士
家
臨
に
閥
し
、
容
第
十
一

は
墨
黙
も
見
ら
れ
、
細
小
な
こ

の
み
で
る
る
が
、
外
の

は
線
貼
・

部
建
ふ

駐
の
ズ
レ

は
古
い

の

の

ノ
」
誌
、

-284 -

な
い
が
、

タト
の

、
3
Uマ

第

「
カ
」

e

一
ー
ト
キ

@
「
ヌ
」
は
少
数
・
な
が
ら
も
存
し
、

古
い

の

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
巻
第
十
七

m呉
、
等
〉
、

ノ
」
が
ズ
レ
て

も
の
か
或
い

は
古
い

か
不
関
で
あ
る

が
存
す
る
こ
と
を
不
饗
と
す
る
向
き
も
有
る
か

に
も
男
様
に
存
し
、
前
関
本
各
第
十
七
の
み
で
あ
る
が
詩
じ
位
設
に

に
な
っ
て
ゐ
る
〉
0

「ヌ

の
「
ヌ
」

の
で
、
匂

き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
(
囲
み
に
、
同
桁
崎
本
卒
安
市
町
議
末
貼
に
も
、

の
ま
下
線
黙
マ
こ

(
本
文
筆
で
〉

と
認
定
し
た
金
六
例
会
}
此
薩
に
掲
、
げ
て
お
く
。

十
四
臨

r、
ーっ

L叩

ノ、

ナ
ル
コ
ト
ヲ
一
一
小
ス
〉

十
七
100 

託
畢
由
。

「
ヌ
」
)



十
七
錦
、

寸
七
滋
翻
崩
告
。

一一十
6

あ
る

O 

崩露。
死
去

の
伯
腕
冊
部
門
ム
い

e

「
ト
」
、

に
共
還
な
も
の
で

e

「
タ
ヲ
い

。
「

g
p」
捻

の
「
ナ
リ
」

の

一
み
る
に
「
タ
ザ
い
の
舟
併
を
訣
く
〉
。

に
於
て
は
「
中
ノ
ロ
y

」
と
「
タ
リ
」
と
の

設
置
に

っ
て
を
り
、
数
度
に
瓦
る
加
熱
議
い
は
加
熱
の
締
結
を
窺
は
せ
る
。

叶
ナ
ル
」
が
者
る
こ
と
に
欝
聯
し
て
ゐ
る
。

「
ナ
ル

十
七
136 

十
寸二
137 

「ヨ
n
y
L

」
と
は
、
こ
の

の

の
た
め
、

た
金
二
併
合
此
議
に
掲
げ
て
お
く
。

議
に
汝
之
カ
な
る

Q

の

e

「
ト
イ
ツ
」
@

の
も
の
で
あ
る
。

「
ヌ
」
と
認
定
し
た
倒
を
誌
に
掲
、
げ
た

「
ヨ
リ
」

「
ヌ
」
は

の

ト
イ
フ
」
と
認
定
し
た
部
も
掲
げ
て
お
く
。

十
七
一
ぬ

iJ~ 

メ誌、
t主、

の
た
め

一元で鈎
歳よぎ〉艶
-:-，-:r:. 

主)三
一日

十
七
253 

i: 

に
つ
い
て

前
提
(
本
女
議
機
〉
に
全
額
を
示
し
た
も
油
り
ち
本
文
の
譲
字
に
肌
関
さ
れ
た
も
の
よ
り
外
に
、

の
片
側
獄
名

に
し
糾
問
さ
れ
た
も
の
が
極
め

。
字
一
回
国
語
載
す

於
げ
る
糠
め
て

市
も
国
主
開
の
車
位
よ
り
は
長
、

っ
て
紛
印
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
多
く
、
こ
の

一
昔
式

っ
て
ゐ
る
。

は
一
一
種
有
り
、

に
船
附
さ
れ



に
余
の
鮎
議
〈

務
岡
本
民
本
番
組
組
綴
政
制
銅
烈

の
問
問
震
か
~
加
酷
し
た
も
の
と
で
あ
る
。

を
加
熱
し
た
も
の
と
議
綴
名
・

〈
甘
内
/
漢
字
本
来
ノ
滋
幾
デ
ハ
ナ
タ
滋
生
議
ト
シ
テ
田
市
牛

w

ツ
レ
、
兵
ノ
援
金
義
ガ
間
出
御
崎
/
鵠
付
/
相
内

ν
デ
ア
ル
カ
ヲ
示
ス
船
舶
ノ
コ
ト
〉
は

の

で
あ
る
が
、
岩
崎
本
亭
安
中
欝
末
路
に
も
存
し
、
古
く
よ
り

加
熱
さ
れ
で
ゐ
た

と
と
な
っ
た
中
国
官
来
〈
七
世
紀
以
降
)
のfJlj 

に
於
て
は
締
て

の
溜
護
に
よ
り
却
駐
さ
れ
て
か
…
り
、
全

撮
り
で
あ
る

八
例
の
内
容
を
一
訴
す
と
衣
の

a 
f¥  

O 

ノ

十
関
m
m

。箱。虎

十
四
mm

一十細川
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十
四
日

易。襲。中。

十
郎
知

十
四
げ

-m-
捌
・
拐
・
部
・
内
側

十

間

出

mw

十
26 

十

間
・
十
四
げ
・
制
御
・
制

-m-
揃
・
相
山
砲
制
例
都
'
制
・
同
悩
・
川
山
・
出
・
制
・
十
七
部
・
山
山

マ
へ
ら
れ
る
訓
黙
を
・
加
熱
さ
れ
て
ゐ
る
語
一

古
代
期
朝
鮮
誇
に
基
く
も
の

。大。上
。后。多
r-. 0 IifIJ 

斤 ハ
於ヲ
流コ
久シ
〉タ

十
七
Mm
滋

十
間
開
制
刷
協
翻
蹴



君
(
キ
ジ
)

軍
君
(
コ
ニ
キ
シ
)

嶋
(
セ
マ
)

背
一
評
(
へ
コ
ホ
リ
)

上

匡

(

マ

カ

リ

タ

チ

〉

十

七

却

割

塁

王
子
(
ユ
シ
ム
・
セ
シ
ム
)
十
四
削
割
墨

の
如
く
聾
貼
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
等
は
古
代
朝
鮮
語
に
基
く
訓
に
劃
す
る
聾
貼
で
は
な
く
漢
字
一
音
に
謝
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ

る
。
字
一
耳
目
語
に
劃
す
る
聾
貼
は
巻
第
十
一
よ
り
外
の
一
一
一
巻
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

二
十

m墨
-m墨

十
四
凶
朱
・
凶
朱

-m割
朱

十
回
出
塁

十
四
則
墨

十
七
蹴
墨
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大
倉

技
得
至

の
如
き
例
よ
り
す
れ
ば
六
聾
形
式
か
と
見
ら
れ
る
が
、

十
七
四
墨

十
四
加
墨

十
四
均
割
墨
・
凶
割
朱
・
組
割
墨
・
制
墨
・
似
割
墨
・
山
墨
・
叫
墨
・
出
塁

寅
際
に
は

の
如
く徳。徳。.王。王。王
動
揺
が
見
ら
れ

十
四
回
割
朱

十
四
制
墨
・
二
十
乃
墨
・

m墨
-m墨

二
十
凶
墨

北
大
文
学
部
紀
要

中
に
は



前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
貼

」
口
同
且
盲
(

の
如
く
同
一
箇
所
に
二
週
り
の
聾
黙
が
見
ら
れ
る
例
も
有
り
、
新
奮
の
形
式
の
入
り
交
っ
た
も
の
で
あ
る
。

巻
第
二
十
よ
り
外
の
三
巻
に
朱
の
冊
開
設
に
よ
る
聾
一
酷
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

十
四
捌
墨

一
字
一
一
音
式
寓
葉
蝦
名
に
は

茂
(
係
助
詞
モ
〉
十
一
同

茂

(

同

右

)

十

一

m
-
m
-
m

望
ハ
同
右
〉
十
一
一
川

謀

〈

同

右

)

十

四

国

-m割
・
町
・
十
七
四
・
間

諜

ハ

同

右

)

十

四

抑

最

(

同

右

)

十

七

四

茂
(
終
助
詞
モ
)
十
一
別

室

(

同

右

)

十

一

間

最

(

同

右

)

十

四

目

毛

(

同

右

)

十

一

間

の
如
く
不
定
で
る
る
。
夙
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
卒
撃
軽
黙
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
事
責
で
あ
る
が
、
同
じ
語
に
他
の
箇
所
で
卒
聾
酷
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を
加
貼
(
移
貼
)
し
て
ゐ
る
方
が
寧
ろ
多
く
、
五
l

聾
軽
黙
を
意
識
し
て
加
貼
(
移
駐
)
し
て
ゐ
た
か
は
疑
は
し
い
も
の
で
あ
る
。
訓
蝦
名

に
封
し
て
は
全
四
巻
共
に
墨
の
園
設
に
よ
る
整
貼
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
訓
貼
に
附
さ
れ
た
も
の
と
内
容
上
似
通
ふ
要
素
も
あ
る

か
と
考
へ
ら
れ
る
が
、



o 13 0 日
吉畏援

筋金事君
。日。日。日

鰹傘郎

壁。
。日

皇
子

、
ノ
門
H
H
)

へノ¥

4
・ヵum
〈

本
文
に

よ
り
す
れ
ば
、

に
糾
問
さ

十
四
則

十
四
矧

と

十
四
抑
制

十
四
総

劉

十
七
67 

二
十
円
切

イ4

84 196 

28号

一
一
音
式

γ

た
璽
酷
に
つ
い
て

り
は
定
ま
っ
て
ゐ
る
綴
向
が
見
ら
れ
る

移
鈷
に
件
ふ

の
古
争
時
も
免
れ
得
て
ゐ
な
い
。

に
於
け
る
異
問
、
が
少
い

に
存
す
る

と

〈

ゆ

仏

館

開

3
毅
一
時
制
ノ
後
多
際
〉

に
生
じ
て
ゐ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

の

語
器
本
に

は
事
情
が
異
る
。
部

の
ゴ
マ
誌
に
よ

の
多
く
は
諮
問

に
の
み
存
す
る
も
の
で

こ
の
こ

に
こ
れ
等
詰
塁
本
の
み
に

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味

ヲ

ハ

時

腕

)

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

77 

ヲ
ハ
締
役
時
制
一
利
〉

、

江
省
筋
書
部
・
M
W

・

mm
歳
出
・

m
・
邸
・
お
・
綿
・

m-m叫
需
削
船
・
十
四
げ
左
・
お
・
脇
氏

-m-間

m-
部
友



別
総
沼
本
円
日
本
書
紀
院
政
側
別
総

捌
・
問
調
・
羽
左
・
仰

-
m州
在

ミミ、、ヲ

イ ノノ、

メソ
一、、，
ミミ ぷ3、
タタ
「ミ戸 竺ず

ノ、フ

!J 
十
四
閉
山

十
一
部

十
一
回

、、、、

5
・
5
・
H
・
M
-
持

-mw-n
・川

m・
鈴

-mm
・

m-m-mm-
出
・
十
屈

5
・
7
・
日
友
-
M
W

・
6
左

9

9

5

5

0

4

 

F
h
υ
-
p
h
u
-
A
U
υ

・。
f
u
-
-
4斗
ゐ

-
n
n
u

l

l

2

2

2

4

 

の
ま日
く、 ζ

r--
信問
頼右
度)

十
間
出
捌

十
い罰
も 11
の
惨で

あ
る
O 

サ
カ

γ
グ
ザ
、
シ
マ
ス

、，

P

(
叡
智
)

4 

-2意。

の

上
(
古
河
イ
)
、

爪
T

静
辞
麗
離
に
A
M
m

黙
を
附
し
て
ゐ
る
部
は
、
不
整
璽
黙
に
紳
織
の

卒
聴
ハ
下
ル
〉
と
い
ふ
四
つ
の

い
て
ゐ
る
こ

し

て

〈
ふ
ん
)
、

に
基
い
て
加
'
鈷
さ
れ
て
ゐ
る

も
の
と
考
へ
ら
れ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
資
料

の
護
れ
が
見
ら
れ
る

:ミ

り
ロ
カ

い
範
圏
に
亙
り
加
糊
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は

V 

'-

せ
考
へ
て

と
こ
ろ
を
晃
一
獲
す
讃
値

が
あ
る
か

は
れ
る
。

の
諮
撃
に

の
で
由
来
の
古
い
も
の
ぽ
と
見
ら
れ
勝
ち
で
あ
る

」
れ
昌
一
寸
の
中
に
は
日
本
記
私
記

-
辞
書
等
に

っ
て
加
鈷
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
少
く
な
い
か

ヘ
ら
れ
る
。
こ

の
部
分
々
々
に

は
古
い
要
素
た



有
っ
て
ゐ
て
も
、

し
て

の
上
で
は

組
「
身
ウ
・
市
町
ヌ

の1

「
ア
」

っ
て
ゐ
る
こ
と
等
は
、
誌
の
箇
所
が
一
万
の

で
は
賞
字
訓
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
も
法
し
、
前
毘
本
の

の
併
は
格
安
考
へ
る
上
で

き
一
富

こ
と
を
一
万
愛
し
て
ゐ
る
。
司
ま
た
説
法
の
面
で
も

ア
ラ
ハ
ニ
セ
ニ
マ
ホ
シ
ハ
不
設
露
)

?
こ
が
打
諮
助
動
詞
連
用
形
と
見
ら
れ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
由
来
の
古
い

し
て
ゐ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
古
い
諮
本
に
由
来
す
る
鶴
態
と
は
見
倣
し
難
く
、
或
い
は

(
勅
任
〉
:
:
:
欝
草
木
日
本
記
私
記
上
義

の
まg
き十
は一
、268

の
や
う
で
あ
る
が
、

マ
ホ
シ
」
に
接
趨

そ
で
御
子
建
仁
吉
止
興
在
世
旦
ハ
を
諸
子
〉

の

て
案
出
し
た
擬
古
的
制
法
と
も
考
へ

291 -

そ
の
龍
、
偲
名
識
の

附十
98 

モ
ハ
ラ
ア
ジ
や
オ
「
を
」

コ
エ
ハ
柴
)

ト
リ
ウ
ヘ
(
楼
〉

十
四
制
注

十
七
269 

の
如
く
、
語
一
銭
オ

im/
。

エ
l
i
町一・

ヱ

i
へ
等
の
混
裁
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
お
給
年
代
を
考
へ
る
上

ベ
&
ざ
こ
と
で

一
、
巻
第
十
四
綾
開
校
総
及
巷
第
十
七
畿
麓
詑
に
於
け
る
圏
畳
一
宮
寮
ム
ふ
と
の
相
違

端
本
が
共
に
存
す
る

つ
い
て
、

l 

2
誤叫如、

3 

り
出
よ
り
荊
本
会
}
議
鼠
比
較
し
、
其
の

て
墨
書
寮

北
大
文
学
部
紀
要



前
田
本
日
本
書
紀
一
院
政
期
賂

本
と
の
相
遣
を
明
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

-
本
文

一
般
的
に
本
文
の
書
潟
と
訓
貼
の
加
艶
(
移
貼
ヲ
含
ム
)
と
は
同
じ
時
期
と
は
限
ら
ず
、
本
資
料
も
本
文
の
書
潟
よ
り
粕
々
後
れ
て
加

貼
ハ
移
駐
)
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
本
文
の
異
同
は
必
ず
し
も
本
稿
の
主
題
に
闘
は
ら
な
い
が
、
訓
馳
の
基
本
で
あ
る
の
で
此
昆
に
両

本
の
共
に
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
異
同
を
掲
げ
て
お
く
〔
各
行
頭
の
算
用
数
字
は
前
田
本
の
各
巻
行
敷
を
示
す
。
棒
線
の
上
段
が
前
田

本
、
下
段
が
園
書
寮
本
で
あ
る
。
歌
謡
の
一
耳
目
偲
名
に
つ
い
て
は
省
墨
す
る
〕
0

巻
第
十
四

62 

千葉
誰
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8
割
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要
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謝申

書サ
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漢
(
漠
ノ
傍
注

)
l
(ナ
シ
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80 

倭

和
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朝韓

韓
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汚訴
l
汚
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援と
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ハ
ナ
シ
V

97 

妊
欺
(
任
ノ
傍
注
)
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(
ナ
シ
〉



A
H
U
 

oyhMT 
l
 
賊震
賦

nHυ 

F
h
u
 

l
 
日
ヒ
|
(
ナ
シ
)

王

間
割
皐
ド
l
宝

。4
05
 

1
 
知短

矩

J54 

野
へ
|
(
ナ
シ
)

剛
山
割
(
堅
:
・
波

ν
l
(堅
・
:
波
)
也

:~13 

軍
|
(
ナ
シ

ν

:217 

包
丁
色

危

:217 

於

l
(ナ
ジ
〉

北
大
文
学
部
紀
要

222 

重事

事
重

226 

イ交侵

佼

240 

師
賦
(
帥
ノ
傍
注
〉

l
(ナ
シ
V

246 

]

リ

ム回目

l
l
P
R日計

n
%
U
W
 4
 

0
ソ
ん
明

騎
l
騎
馬
車

249 

連
l

〈
ナ
シ
)

254 

腕
呂

l
麿

254 

闘開

聞

260 

国
大

l
(ナ
シ
〉

~ 2~3 = 



続
出
山
本
日
本
書
紀
際
政
錦
絵

262 

ハ
ナ
シ
〉

264 

九九
欽 l
九

270 

充

i

ノ
上
ヲ
「
宛
」
ト

273 

出

l
(ナ
シ
)

275 

組
側

i

ハ
ナ
ジ
〉

明
州
側
関
東
!
謹

276 

間

l
路

間
即
時
措

l81 

護
穀
ハ
葉
ノ
一
惇
逮
〉
;
〈
ナ
シ
)

3話交

議

299 301 

調

l
語

l
 

nru 

q

、υ

際

総

333 

珠

珠根

356 

穴
飲

ムハ
1

穴
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357 

故
譲
i
故
致
錠

360 

列
販
ハ
例
ノ
欝
注

)
i
ハナ

γ
〉

367 

住
人
!
(
ナ
シ
〉

372 

務
態
i
勝
奉
献



約
割
皆

l
(ナ
シ
〉

383 

賀
ー
勢

390 

日

l
(ナ
ジ
)

1
i
 

A
U司
dw

n
4
d
 

之
閲

l
(ナ
シ
)

n
z
h川

ug
 

n《
d

安
有
l
愛
有
有
(
街
〉

400 

其甚
1

其

407 

千
波後

410 

分
(
久
ノ
傍
注
)
|
(
ナ
シ
〉

414 

到致

致

北
大
文
学
部
紀
要

418 

女
安
(
又
安
ノ
傍
注
〉

l
(ナ
シ
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岩
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侵
寝
|
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侵
」
ナ
シ
)
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伏代

代
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440 
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掛

掛

組
割
桂
|
掛

巻
第
十
七
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前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
黙
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シ
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(
内
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福
岡
本
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組
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政
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黙

刊
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側
四
上
軍
i
上
位

236 

狩
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E
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ナ
シ
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ジ
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錦
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戊
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代
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線
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肺
結縁結包!騒

248 

ハ
ナ
シ
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シ
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l
設
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檎機

檎
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緩
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ナ
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議
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ケ
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ナ
シ
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276 

駒
内
歎

ノ
霧
装
〉

i

ハ
ナ
ジ
〉

「
伊
賀
」

「
伊
勢
」
と
し
、

前
mm
本
の
ガ
が
古
践
を
保
つ
て
な
り
、

の
ガ
に

の
誤
寓
が
目
立
ち
又
合
理
化
、
も
存
す
る
。

後

ま
た
川
削
「
丹
波
」
役
務
警
察
本
が
「
丹
談
」
と
一
傍
詑
し
て
ゐ
る
こ
と
等
は
設
一
一
意
す
べ
き
事
柄

巻
第
十
四
潟
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で
あ
る
(
前
田
本
に
存
す
る
「
、
政
」
の
如
き
太
目
の
筆
の
本
文
上
の
傍
証
記
は
後
世
の
も
の
で
あ
り
、
訓
貼
の
加
結
時
期
よ
り
も
下
る

も
の
と
見
ら
れ
る
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)
・
(
加
)
・
(
捌
)
・
(
捌
)
・
(
閉
山
)
・
(
抑
)
・
(
別
)
・
(
肌
)
・

(m)
・
(
抗
)
・

(m)・
(m)・

(
別
)
・
(
捌
)
・
(
抑
)
・
(
蹴
)
・
(
捌
)
・
(
矧
)
・
(
加
)
・
(
抑
)
・
(
捌
)
・
(
捌
)
・
(
加
)
・
(
叩
)
・
(
別
)
・
(
削
)
・

(m)・
(
制
)
・
(
瑚
)
・
(
抑
)
・
(
部
)
・

(
叩
)
・
(
湖
)
・
(
湖
)
・
(
制
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
叩
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
抑
)
・
(
拙
)
・
(
揃
)
・
(
叩
)
・
(
抑
)
・
(
抑
)
・
(
捌
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
制
)
・

(
抑
)
・
十
七

(5)
・
(
日
)
・
(
凶
)
・
(
国
)
・
(
ゆ
)
・
(
幻
)
・
(
叩
)
・
(
お
)
・
(
お
)
・
(
犯
)
・
(
刊
)
・
(
川
町
)
・
(
ザ
)
・
(
叫
)
・
(
臼
)
・
(
日
)
・
(
印
)
・

(
臼
)
・
(
臼
)
・
(
侃
)
・
(
印
)
・
(
印
)
・
(
位
)
・
(
問
)
・
(
問
)
・
(
別
)
・
(
問
)
・
(
山
)
・
(
山
)
・
(
旧
)
・
(
印
)
・
(
凶
)
・
(
凶
)
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以
上
百
二
十
八
例
。

ゆ
寅
字
訓
・
漢
文
注
:
:
:
十
八
例

十
四
(
日
)
・
(
お
)
・
(
邸
)
・
(
臼
)
・
(
四
)
・
(
凶
)
・
(
出
)
・

(m)・
(
問
)
・
(
捌
)
・
(
拙
)
・
(
純
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
組
)
・
十
七
(
但
)
・
(
削
)
・

114 
以
上
十
八
例
。

ω反
切
・
直
一
耳
目
注
:
:
:
四
例



十
四
(
加
)
・
十
七
(
日
)
・
(
国
)
・
(
凶

以
上
回
例
。

川
切
返
貼
・
句
誼
貼
・
科
賠
:
:
:
六
十
一
例

十
四
(
貯
)
・
(
川
)
・
(
問
)
・
(
加
)
・
(
出
)
・

(m)
・

(m)
・

(m)
・
(
抑
)
・
(
加
)
・
(
加
)
・
(
胤
)
・
(
加
)
・
(
制
)
・

(m)
・
(
抑
)
・
(
町
)
・
(
郡
)
・

(
制
)
・
(
矧
)
・
(
姉
)
・
(
飢
)
・
(
抑
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
制
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
捌
)
・
十
七

(
7
)
・
(
8
)
・
(
9
)
・
(
日
)
・
(
羽
)
・
(
担
)
・
(
出
)
・

(
幻
)
・
(
却
)
・
(
印
)
・
(
引
)
・
(
臼
)
・
(
印
)
・
(
円
)
・
(
邸
)
・
(
的
)
・
(
貯
)
・
(
鎚
)
・
(
卯
)
・
(
削
)
・
(
削
)
・
(
加
)
・
(
附
)
・
(
川
)
・
(
印
)
・
(
瑚
)
・

(
問
)
・
(
問
)
・
(
即
)
・
(
凶
)
・
(
山
)
・
(
叩
)

以
上
六
十
一
例
。

十
四
(
却
)
・
(
侃
)
・
(
訂
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川
明
合
貼
・
・
・
・
・
・
三
例

以
上
三
例
。

(1) 圃
片書
偲寮
名本
訓の

み

二 存
十 す
四る
例も

の

十

例

十
四
(
臼
)
・
(
邸
)
・
(
邸
)
・
(
印
)
・
(
乃
)
・
(
剖
)
・
(
山
)
・
(
取
)
・
(
問
)
・
(
阻
)
・
(
鵬
)
・

(m)
・
(
捌
)
・
(
制
)
・
(
加
)
・
(
拙
)
・
(
抑
)
・
(
部
)
・

(
抑
)
・
(
拙
)
・
(
悶
了
十
七
(
部
)
・
(
引
)
・
(
持
)

以
上
二
十
四
例
。

ωヲ
コ
ト
酷
:
:
:
二
十
八
例

北
大
文
学
部
紀
要



前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
黙

十
四
(
必
)
・
(
印
)
・

{m)
・
(
国
)
・
(
問
)
・

(m)
・
(
問
)
・
(
山
了
(
加
)
・
(
別
了
(
捌
)
・
(
加
)
・
(
捌
)
・
(
捌
)
・
(
組
)
・
(
組
)
・
(
揃
)
・
十
七

(
民
)
・
(
叫
)
・
(
崎
)
・
(
出
)
・

(ω)・
(
問
)
・
(
問
)
・
(
凶
)
・
(
悶
)
・
(
凶
)
・

(m)

以
上
二
十
八
例
。

ω寅
字
訓
。
漢
文
注
:
:
:
ナ
シ

糾
反
切
・
直
一
五
日
注
:
:
:
一
例

十
四
(
印

以
上
一
例
。

同

w
返
貼
・
句
誼
貼
@
科
貼
:
:
:
七
例

十
四
(
印
)
・
(
問
)
・
(
捌
)
・
(
制
)
・
十
七
(
お
)
・
(
指
)
・
(
悩
)

以
上
七
例
。
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仙
一
合
貼
:
:
:
一
例

十
四
(
担

以
上
一
例
。

出
雨
本
に
存
し
て
互
に
呉
る
も
の
:e
・g
-

百
八
十
二
例

ω語
葉
:
:
:
三
十
二
例

十
四
一
民
)
・
(
剖
)
・
(
訂
)
・
(
叩
)
・
(
位
)
・
(
問
)
・
(
山
)
・
(
国
)
・
(
即
)
・
(
問
)
・
(
悶
)
・

(m)
・
(
捌
)
・
(
別
)
・
(
抑
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
抑
)
・

(
却
)
・
(
制
)
・
(
叩
)

6

(

抑
)
・
(
獅
)
・
(
揃
)
・
(
即
)
・
十
七
(
却
)
・
(
部
)
・
(
必
)
・
(
叩
)
・
(
羽
)
・
(
山
)
・
(
凶
)



以
上
三
十
二
例
。

ω待
遇
表
現
:
:
:
二
例

十
四
(
部
)
・
戸
川
叩

以
上
二
例
。

ω活
用
・
・
・
・
・
・
五
例

十
四
(
附
)
・
(
国
)
・
(
加
)
・
(
制
)
・
十
七
(
九

以
上
五
例
。

ω一
耳
目
使
・
・
・
・
:
七
例

十
四
(
犯
)
・
(
倒
)
・
(
即
)
・
(
加
)
・
(
別
)
・
十
七
(
沌
)
・
(
問
)
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以
上
七
例
。

ゆ
偲
名
遣
(
ヲ

j
オ
)
r¥ 

ヰ

イ
¥J  

例

十
四
(
問
)
・
(
制

以
上
二
例
。

川
w誤
貼
・
・
・
・
・
・
四
十
九
例

十
四

(
2
)
・(
3

)

@

(

日
了
(
泊
)
・
(
却
)
・
(
お
)
・
(
位
)
・
(
川
町
)
・
(
日
)
・
(
印
)
・
(
悦
)
・
(
れ
)
・
(
花
)
・
(
何
)
・
(
問
)
・
(
即
)
・

(m)・
(
出
)
・

(問)・

(m)
・
(
問
)
・
(
旧
)
・
(
附
)
・
(
附
)
・
(
問
)
・
(
問
)
・

(m)
・
(
加
)
・
(
出
)
・
(
別
)
・

(m)
・
(
加
)
・
(
制
)
・
(
加
)
・
(
制
)
・
(
制
)
・
(
抑
了

(
制
)
・
(
都
)
・
(
制
)
・
(
拙
)
・
(
抗
)
・
十
七
(
出
)
・
(
訂
)
・
(
抱
)
・
(
訂
)
・
(
引
)
・

(m)
・
(
印
)

北
太
文
学
部
紀
要



前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
結

以
上
四
十
九
例
。

引
責
字
訓

l
片
蝦
名
、

ヲ
コ
ト
酷
|
片
偲
名
、
高
葉
仮
名
l
片
偲
名
:
:
:
十
八
例

十
四
(
刊
)
・
(
引
)
・
(
部
)
・
(
凶
)
・
(
問
)
・
(
巾
)
・
(
邸
)
・
(
問
)
・
(
加
)
・
(
制
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
制
)
・
(
却
)
・
(
抑
)
・
(
別
)
・
(
捌
)
・
十
七

70 
以
上
十
八
例
。

的
加
融
位
置
(
除
課
貼
)
:
:
:
二
十
五
例

十

四

(
5
)
・
(
日
)
・
(
凶
)
・
(
部
)
・
(
部
)
・
(
刊
)
・
(
部
)
・
(
山
)
・
(
川
)
・
(
問
)
・
(
旧
)
・
(
問
)
・
(
別
)
・
(
問
)
・
(
問
)
・
(
加
)
・
(
加
)
・
(
加
)
・

(
蜘
)
・
十
七

(
1
)
・
(
2
)
・
(
日
)
・
(
万
)
・
(
槌
)
・

(m)

以
上
二
十
五
例
。

-324 -

ω部
分
附
訓
:
:
:
四
十
二
例

十

四

(
l
)
・
(
叩
)
・
(
印
)
・
(
引
)
・
(
部
)
・
(
剖
)
・
(
邸
)
・
(
印
)
・
(
卯
)
・
(
悶
)
・
(
問
)
・

(m)
・
(
削
)
・
(
問
)
・
(
即
)
・
(
国
)
・
(
問
)
・
(
加
)
・

(
別
)
・
(
却
)
・
(
加
)
・
(
制
)
・
(
捌
)
・
(
加
)
・
(
蜘
)
・
(
別
)
・
(
抑
)
・
(
別
)
・
(
抑
)
・
(
捌
)
・
十
七
(
臼
)
・
(
日
)
・
(
引
)
・
(
お
)
・
(
出
)
・
(
剖
)
・

(
部
)
・
(
部
)
・
(
山
)
・

(m)・
(
国
)
・
(
凶
)

以
上
四
十
二
例
。

〔
因
み
に
、
り
引
出
の
総
計
は
五
百
五
十
五
例
と
な
り
雨
本
の
異
同
一
覧
の
五
百
四
十
六
例
を
上
回
る
が
、
こ
れ
は
二
つ
以
上
の
異

同
要
素
を
有
つ
例
が
若
干
存
す
る
た
め
で
あ
る
〕

以
上
よ
り
明
か
な
如
く
、
近
い
開
柄
に
あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
雨
本
の
訓
酷
に
は
、
相
嘗
量
の
異
同
が
存
す
る
。
先
づ
、
り
前
田
本
の



み
に
存
す
る
も
の
が
三
百
十
二
例
も
有
り
、
こ
れ
は
利
国
書
寮
本
の
み
に
存
す
る
も
の
六
十
一
例
に
比
し
て
五
倍
強
の
多
き
で
あ
る
。
内

容
を
見
て
み
る
と
、

ω片
偲
名
訓
九
十
八
例
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、

ωヲ
コ
ト
貼
百
二
十
八
例
、

ω寅
字
訓
e

漢
文
注
十
八
例
が
注
目
さ

れ
る
。

ωヲ
コ
ト
貼
百
二
十
八
例
を
分
類
す
る
と

む
:
:
:
二
十
七
例
。
に
:
:
:
二
十
例
。
の
:
:
:
十
七
例
。
と
:
:
:
十
三
例
。
を
:
:
:
十
一
例
。
一
て
:
:
:
九
例
。
叫
引
:
:
:
九
例
。

、、1
1

l

J

1

1

j

j

¥

l

i

l

-

-

/

、l
i
-
-

な
り
:
:
:
八
例
。
よ
り
:
:
:
六
例
。
て
:
:
:
四
例
。
か
:
:
:
四
例
。
は
:
:
:
一
一
一
例
。
と
い
ふ
:
:
:
一
例
。
な
る
:
:
:
一
例
。

〔
因
み
に
、
こ
の
合
計
数
は
百
二
十
八
例
よ
り
多
い
。
複
数
の
ヲ
コ
ト
貼
を
有
つ
例
が
若
干
存
す
る
た
め
で
あ
る
〕

、11
B
I
I
F
，

、

、
-
1
l
t
，
，
、
、
、
t
l
j
t
t
t
，
，
、
、
.
1
1
1
J
'

め
如
く
な
あ
る
。
こ
の
中
「
む
」
・
「
と
」
@
「
た
り
」
・
「
な
り
」
・
「
よ
り
」
。
「
と
い
ふ
」
・
「
な
る
」
は
線
貼
@
鈎
酷
で
あ
り
、

宇
数
近
く
を
占
め
て
ゐ
る
(
朱
貼
@
墨
貼
と
も
に
存
す
る
)
。
即
ち
、
前
田
本
の
線
貼
。
鈎
貼
の
ヲ
コ
ト
貼
は
朱
貼
e

墨
貼
共
に
、
園
書

寮
本
に
無
い
も
の
が
相
嘗
量
加
貼
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
雨
本
の
黙
固
に
も
若
干
の
異
同
を
生
じ
、
巻
第
十
四
の
線
酷
「
な
り
」
・

、、11111'f

、1h
i
t
-

，

，

、

、

l
i
-
-
，r

「
た
り
」
・
「
る
」
@
「
よ
り
」
@
鈎
賠
「
た
り
」
(
左
下
ノ
モ
ノ
)
、
巻
第
十
七
の
線
貼
「
る
」

e

「
な
る
」
@
鈎
貼
「
よ
り
」
(
右
上

、it
i
l
l
-
/

「
と
い
ふ
」
は
前
田
本
に
の
み
存
し
て
園
書
寮
本
に
は
加
貼
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
。
星
貼
の
方
は
、
「
か
」

「
と
き
」
及
び
「
(
の
)
」
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ノ
モ
ノ
)

。
「
ぬ
」
・

(
員
中
下
ノ
モ
ノ
)
の
や
う
な
古
い
貼
法
を
残
し
た
か
と
思
は
れ
る
特
殊

な
も
の
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
ゐ
る
(
前
の
ヲ
コ
ト
貼
固
参
照
)

0

ま
た
、
星
貼
の
ヲ
コ
ト
貼
も
、
前
田
本
の
み
に
存
す
る
も
の
が
園
書

ヲ
カ

や
は
り
多
い
。
こ
の
中
に
は
(
加
)
「
十
四
姉
日
香
モ
等
の
語
は
(
「
の
」
前
日
本
ノ

(
員
中
上
ノ
モ
ノ
)

@
「
ぬ
」
。

寮
本
の
み
に
存
す
る
も
の
に
比
し
て
約
二
倍
宇
有
り
、

ミ
)
」
の
如
く
、
片
蝦
名
と
異
る
訓
法
を
傍
へ
て
待
遇
表
現
の
謹
ひ
に
も
闘
は
る
例
も
含
れ
て
ゐ
る
。
川
w寅
字
訓
・
漢
文
注
十
八
例
も
目

立
つ
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
何
れ
も
酔
書
的
注
記
で
あ
り
、

日
本
紀
私
記
・
辞
書
・
字
書
等
に
依
り
加
貼
し
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
と

考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は

ω反
切
・
直
一
耳
目
注
四
例
も
、
用
例
は
柏
E

少
い
な
が
ら
、
同
様
の
事
情
が
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
、
例
合
貼

北
大
文
学
部
紀
要



前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
結

三
例
と

ω片
限
名
訓
九
十
八
例
中
の
十
四
(
幻
)
・
(
加
)
の
如
き
合
酷
附
き
の
訓
及
び
十
四
五
)
の
如
き
「
養
老
」
注
記
を
有
つ
訓
等
と
を

併
せ
考
へ
る
と
、
星
(
本
@
日
本
紀
私
記
e

辞
書
韻
書
等
に
依
り
加
時
間
し
た
も
の
の
存
す
る
こ
と
が
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

ω片

俵
名
訓
九
十
八
例
の
中
に
、
既
に
一
訓
有
る
外
に
加
へ
た
別
訓
が
相
場
開
量
含
ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
も
関
聯
し
て
行
〈

O

ま
た
一
方
、

ω斤

偲
名
訓
九
十
八
例
の
中
に
は
十
四
(
出
)
・
(
加
)
等
の
如
き
逐
字
訓
や
極
め
て
易
し
い
訓
が
少
か
ら
ず
含
ま
れ
て
ゐ
る
傾
向
も
指
摘
し
得

る
。
こ
れ
ら
の
雨
傾
向
を
有
つ
所
の
前
田
本
の
み
に
存
す
る
訓
貼
を
移
貼
年
代
よ
り
は
後
世
に
別
に
加
貼
し
た
も
の
と
見
倣
す
こ
と
は
、

加
貼
様
式
の
一
様
性
よ
り
見
て
不
可
能
で
あ
る
。

…
川
園
書
寮
本
の
み
に
存
す
る
も
の
六
十
二
例
に
つ
い
て
は
、
先
づ
り
前
田
本
に
の
み
存
す
る
も
の
三
百
十
二
例
に
比
し
て
少
い
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

ω片
偲
名
訓
二
十
四
例
の
中
、
十
四
(
日
)
・
(
印
)
・

(m)
・

(m)
・
(
問
)
の
五
例
は
歌
謡
等
の
高
葉
偲
名
に
加
酷
し
た
も
の
で
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あ
り
、
け
の

ωに
も
十
四
(
印
)
・
(
臼
)
・
(
出
)
・
(
山
)
・
(
凶
)
・
(
却
)
@
(
問
)
・
(
邸
)
・
(
加
)
・
(
加
)
・
十
七

(
6
)
・
(
叩
)
・
(
刀
)
の
十
三
例
を
数
へ
、

嘗
時
高
葉
偲
名
に
劃
す
る
加
貼
は
、
他
の
訓
よ
り
気
軽
に
其
場
々
々
で
な
さ
れ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ωヲ
コ
ト
酷
二
十
八
例
を
分
類
す

る

と
を・・・・・・八例。

に・・・・・・八例。

の
:
:
:
四
例
。
一
て
:
:
:
四
例
。

て
:
:
:
三
例
。
と
:
:
:
二
例
。

の
如
〈
で
あ
り
、
前
田
本
に
於
け
る
線
貼
・
鈎
貼
の
や
う
な
様
式
上
の
際
立
っ
た
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
中
に
は
(
印
)
「
十
四
日

ツ
ト
ム
コ
カ
ヒ
ノ
ロ
ト

動
一
議
事
を
(
「
を
」
国
書
察
本
/
ミ
)
」
・
(
加
)
「
十
四
制
暴
す
虐
を
(
「
を
」
国
書
寮
本
ノ
ミ
)
」
の
如
く
、
片
俵
名
と
異
る
訓

法
を
俸
へ
て
連
用
修
飾
の
ヲ
格
の
有
無
に
闘
は
る
注
目
す
べ
き
例
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

次
に
…
叫
雨
本
に
存
し
て
互
に
異
る
も
の
百
八
十
二
例
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

ω語
義
三
十
二
例
の
中
に
は
、
十
四
(
剖
)
「
オ
ノ
レ
(
股
)

ー
ワ
レ
」
・
(
叩
)
「
カ
ヒ
コ

(一翠

)
i
コ
カ
ヒ
」
・
(
担
)
「
ト
ホ
ス
(
穿
)
|
ト
ホ
ル
」
・
(
削
)
「
ル
(
入
)
|
シ
」
・
(
抑
)
「
マ

(
タ
)
(
更
)



ー
(
サ
ラ
V

に
」
・
(
獅
)
「
ツ
(
殺
)
j
ヌ
」
・
十
七
(
お
)
寸
ヲ
タ
ス
(
桓

)
lワ
タ
ル
」
・
(
必
)

「
ト
、
マ
リ
テ
(
滞
〉
|
ト
、
コ
ホ
リ

テ
」
等
の
如
く
明
白
な
例
も
有
る
が
、
若
干
説
明
を
要
す
る
例
も
少
か
ら
ず
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
十
四
(
問
)
「
ア
カ
シ
マ
ニ
・
:
(
赦
:
・
)
|

(
魔
)
|
オ
ホ
エ
」
・
(
抑
)
「
マ
ニ
/
，
，
¥
(
随

)
l
マ
、
『
こ
・
(
部
)
「
ユ
タ
ネ
(
付

)
l
ユ
タ
三

ア
カ
サ
マ
ニ
:
・
」
・

(m)
「
オ
モ
ホ
エ

-
十
七
(
却
)
「
マ
ホ
リ
(
護

)
i
マ
モ
リ
」
・
(
国
)
「
ウ
メ
ナ
ヒ
(
謝
罪

)
lウ
ヘ
ナ
ヒ
」
等
は
、
語
史
の
上
で
語
形
の
一
新
古
に
闘
係
し
、

一
見
十
四

(m)
・
(
抑
)
・
(
制
)
は
前
田
本
の
方
が
古
形
で
(
問
)
は
園
書
寮
本
の
方
が
古
形
で
あ
る
か
の
如
く
見
え
る
が
、
註
記
の
加
黙
と
の

関
聯
も
あ
り
、
一
概
に
は
新
古
を
言
ひ
得
な
い
。
十
四
(
捌
)
「
ア
ヤ
(
漢
)
|
ア
ヤ
へ
」
・
(
別
)
「
タ
テ
マ
ツ
レ
ル
(
献
)
|
タ
テ
マ
ツ
ル
」
・

(
抑
)
「
ヒ
キ
ヰ
タ
ル
(
率

)
l
E
キ
牛
ル
」
・
(
捌
)
「
久
へ
(
領
)
|
ス
ヘ
ラ
」
・
十
七
(
侃
)
「
オ
コ
ル
(
興
)
|
オ
コ
レ
ル
」
等
は
、
接

辞

に

よ

り

異

っ

て

ゐ

る

。

(

興

)
iイ
カ
ご
・
(
位
)
「
ホ
メ
カ
タ
ラ
(
稿

)
lホ
メ
カ
タ
リ
テ
」
・
(
制
)

十
四
(
剖
)
「
ト
モ

イ

フ

「
ロ
ロ
ル
テ
(
降
陥

)
lヤ
フ
レ
テ
」
等
は
、
部
分
附
訓
ア
訂
正
に
よ
り
異
っ
て
ゐ
る
。
十
四
(
間
)
「
マ
セ
ヨ
(
垂
降
臨

)
l
マ
セ
や
」

・
(
加
)
「
マ
タ
ラ
ヲ
(
臨
)
|
ミ
タ
ラ
」
・
十
七
(
卯
)
「
ア
ル
カ
タ
チ
(
所
見
)
|
ミ
ル
カ
タ
チ
」
等
は
、
こ
れ
白
瞳
興
味
あ
る
異
形
で
あ

る
が
、
園
書
寮
本
の
語
形
は
誤
潟
に
原
因
し
て
生
じ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
残
る
(
町
)
「
た
り
(
り
)
(
産
)
|
リ
」
・
(
山
)
「
原
、

|
療
の
」
・
(
山
)
「
舞
一
ー
ー
舞
一
て
」
・
(
問
)
「
人
、

l
人
目
」
・
(
如
)
「
裏
↓
て
(
治
)
一
裏
一
て
」
・
十
七
(
凶
)
「
凸
剖
，
(
先
)
に
」
等
は
、
ヲ
コ

ト
黙
に
欄
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
元
来
同
じ
貼
を
そ
れ
ぞ
れ
異
る
認
定
を
し
て
移
駐
し
た
た
め
に
異
る
訓
法
に
な
っ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。

ω待
遇
表
現
二
例
は
、
買
は
か
な
り
暖
味
な
異
同
で
あ
る
。
十
四
(
却
)
「
か
(
汝

)
lの
」
は
、
前
田
本
の
ヲ
コ
ト
粘
』
を
一
一
陣
「
か
」

と
認
定
し
た
も
の
の
其
の
加
部
位
置
は
暖
昧
で
、
少
し
下
れ
ば
「
の
」
の
位
置
と
な
る
。
恐
ら
く
元
来
陵
昧
な
位
置
に
加
賭
さ
れ
て
ゐ
た

も
の
を
、
前
田
本
は
其
の
ま
ま
陵
昧
な
位
置
に
移
酷
し
、
国
書
寮
本
は
「
の
」
と
認
定
し
て
移
粘4
し
た
た
め
に
生
じ
た
異
同
か
と
思
は
れ

北
大
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前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
貼

る
(
こ
の
箇
所
、
片
俵
名
訓
で
は
雨
本
共
「
イ
マ
シ
カ
」
と
あ
る
)
。
十
四
(
伺
)
「
オ
ク
リ
タ
テ
マ
タ
ヒ
テ
(
侍
詮
ノ
左
訓

)
lオ
ク
リ

タ
テ
マ
タ
マ
ヒ
」
は
、
部
分
附
訓
の
も
の
を
一
訓
の
如
く
績
け
て
移
貼
し
た
た
め
に
難
解
な
異
訓
と
な
っ
た
も
の
で
、
元
来
は
「
オ
グ
リ

タ
テ
マ
タ
(
シ
タ
)
マ
ヒ
テ
」
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
は
れ
る
(
此
の
箇
所
、
右
訓
で
は
雨
本
共
に
「
オ
ク
リ
タ
テ
マ
ツ
リ
タ
マ
」

と
あ
る
)
。

オ
ホ
ス
」

助
活
用
五
例
は
、
十
四
(
附
)
「
ハ
ム
ヘ
ラ
ス
(
不
在
〉

l
ハ
ム
ヘ
ラ
サ
ル
」
・
(
出
)
「
ユ
キ
(
行
〉
i
ユ
グ
」
・
(
加
)
「
オ
ホ
シ
(
念

)
l

・
(
制
)
「
三
門
マ
ヰ
リ
シ
(
朝
参
)
|
ミ
カ
ト
マ
イ
リ
ジ
」
・
十
七
五
)
「
ス
コ
シ
キ
ナ
ル
(
小
〉

l
ス
コ
シ
キ
ナ
リ
」
で
あ

る
。
文
脈
上
十
四
(
出
)
と
十
七
(
引
け
)
と
は
前
田
本
、
十
四
(
川
)
は
圃
書
寮
本
の
方
が
遁
嘗
で
あ
り
、
前
田
本
に
二
活
用
形
を
併
記
し
て
ゐ

る
十
四
(
釦
)
は
何
れ
に
て
も
訓
み
得
、

制
)
は
園
書
寮
本
と
共
通
の
方
が
遁
嘗
で
あ
る
。

ω一
耳
目
使
七
例
は
、

十
四
(
犯

「
ア
サ
ム
キ
テ

(
偽
〉
|
ア
サ
ム
イ
テ
」
・
(
叫
)
「
フ
、
ミ
テ

(街

)
lフ
、
ム
テ
」
・
(
即
)
「
マ
サ
グ
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(
言
〉
|
マ
ウ
サ
」
・
(
加
)
「
ハ
ヘ
リ

(
侍

)
l
ハ
ム
ヘ
リ
」
・
(
加
)
「
ハ
ム
ヘ
ラ
シ
ム

(
安
置
)
|
ハ
ヘ
ラ
シ
ム
」
・
十
七
(
花
)
「
オ
ホ

キ
マ
ツ
キ
ミ

(
上
臣
〉
|
オ
ホ
イ
マ
ツ
キ
ミ
」
・
(
問
)
「
カ
ヘ
リ
マ
テ
ネ
(
蹄
朝
)
|
カ
ヘ
リ
マ
ウ
テ
ネ
」
で
あ
る
。

十
四
(
別
)
の
み
前

田
本
が
一
音
便
形
を
表
記
し
、
他
は
国
書
寮
本
が
一
音
便
形
表
記
で
あ
る
。

同

w
偲
名
建
二
例
は
、

が
い
本
来
の
正
し
い
偲
名
遣
で
あ
る
。

ω誤
世
間
四
十
九
例
は
、
前
田
本
が
誤
酷
で
あ
る
十
四
(
附
)
・
(
問
)
、
前
田
本
が
加
貼
位
置
(
左
訓
ヲ
次
行
ノ
右
訓
ト
ス
ル
等
)
を
開
蓮
へ
て

移
酷
し
た
十
四
(
却
)
・
(
山
知
)
・
(
臼
)
・
(
削
)
・
(
問
)
・
(
削
)
・
(
拙
)
、
雨
本
共
通
の
誤
貼
を
聞
書
寮
本
が
重
量
目
し
て
-
訂
し
た
十
七
(
出
)
、
前
田
本

が
誤
っ
て
移
酷
し
後
に
自
ら
訂
正
し
た
十
四
(
位
)
・
(
印
)
・
(
問
)
・
(
加
)
・
(
抗
)
・
十
七

(m)
よ
り
外
は
総
て
園
書
寮
本
の
誤
酷
で
あ
る
o

〔こ

十
四
(
国
)
「
ヲ
サ
ム
ル
(
惰
)
|
オ
サ
ム
ル
」
・
(
抑
)
「
マ
ヰ
リ
(
参
)
|
マ
イ
リ
」
で
あ
る
。

何
れ
も
前
田
本



れ
等
の
-
謀
貼
は
、
元
の
訓
貼
本
で
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
偲
名
字
瞳
を
推
定
す
る
上
で
有
力
な
手
懸
り
と
な
る
。

身
ウ
セ
ヌ

引
)
「
十
七
加
菟
(
園

書
察
本
「
身
」

ヲ
「
ア
(
「
ミ
」
ノ
誤
〉
」
ト
ス
)
」
の
例
な
ど
は
、

元
の
訓
貼
本
で
前
田
本
の
如
く
寅
字
訓
で
は
な
く
、

古
盤
の
片
偲
名

で
あ
っ
た
も
の
の
存
在
を
考
へ
さ
せ
る
材
料
と
な
る
。
〕

的
責
字
訓
i
片
偲
名
・
ヲ
コ
ト
貼
|
片
偲
名
・
高
葉
偲
名

l
片
偲
名
十
八
例
は
、
前
田
本
が
ヲ
コ
ト
貼
の
箇
所
を
園
警
寮
本
が
片
蝦
名

と
し
て
ゐ
る
も
の
十
四
(
刊
)
・
(
国
)
・
(
山
)
・
(
川
)
・
(
問
)
・
(
飢
)
・
(
制
)
、
前
田
本
が
寅
字
訓
の
箇
所
を
固
書
寮
本
が
片
偲
名
と
し
て
ゐ
る
も

の
十
四
(
引
)
・
(
加
)
・
(
制
)
・
(
抑
)
・
(
抑
)
・
(
湖
)
、
逆
に
前
田
本
が
片
仮
名
の
箇
所
を
圃
書
寮
本
が
貫
字
訓
と
し
て
ゐ
る
も
の
十
四
(
抑
)
・

(
制
)
・
十
七
(
叩
)
、
前
田
本
が
高
葉
偲
名
の
箇
所
を
園
書
寮
本
が
片
俵
名
と
し
て
ゐ
る
も
の
十
四
(
部
)
・
(
制
)
、
そ
の
他
前
田
本
が
「
周
防
」

の
箇
所
を
園
書
寮
本
が
「
周
方
」
と
し
て
ゐ
る
も
の
(
問
)
、
で
あ
る
。

仙

w加
貼
位
置
(
除
誤
酷
)
二
十
五
例
は
、
前
田
本
の
左
訓
を
圃
書
寮
本
が
右
訓
と
し
て
ゐ
る
も
の
十
四
(
同
)
・
(
部
)
・

8
)
・
(
山
)
・
(
間
)
・

(
瑚
)
・
(
問
)
・
(
問
)
・
(
飢
)
・
(
加
)
・
十
七

(2)
、
逆
に
前
田
本
の
右
訓
を
閏
書
寮
本
が
左
訓
と
し
て
ゐ
る
も
の
十
四

(5)
・
(
日
)
・
(
お
)
・
(
山
)

ナ

ア

・
(
印
)
・
(
日
)
・
(
加
)
・
(
硝
了
十
七

(
I
)
・
(
日
)
・
(
花
)
・

(m)、
前
田
本
の
「
コ
ロ
サ
ム
ト
ア
リ
ケ
リ
」
を
圃
書
寮
本
が
「
コ
ロ
サ
ム
ト
ナ
リ

ケ
リ
」
と
し
て
ゐ
る
も
の
十
七
(
槌
)
、
前
田
本
の
「
一
て
而
」
を
園
書
寮
本
が
「
而
て
」
と
し
て
ゐ
る
も
の
十
四
(
伺
)
、
で
あ
る
。
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ω部
分
附
訓
四
十
二
例
は
、
部
分
附
訓
に
原
因
し
て
雨
本
の
加
貼
が
一
致
し
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
が
訓
法
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
と

見
倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

3
聾
貼

龍
耳
貼
も
訓
黙
の
一
部
と
見
倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
般
的
に
寓
葉
骸
名
@
片
偲
名
。
ヲ
コ
ト
黙
の
俸
来
と
聾
貼
の
俸
来
と
は
必
ず

一
一
隆
聾
酷
に
つ
い
て
は
此
慮
に
別
項
を
立
て
て
検
討
す
る
。
本
文
の
漢
字
に
附
さ
れ
た
聾
黙
は
雨
本
共
に
存
す
る
の
で

し
も
一
致
せ
ず
、

北
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前
岡
本
日
本
書
紀
院
政
期
黙

あ
る
が
、
訓
貼
の
片
偲
名
に
附
さ
れ
た
聾
賠
は
多
く
前
田
本
の
み
に
存
し
、
雨
本
の
相
違
の
一
大
要
素
で
あ
る
。
以
下
に
雨
本
の
共
に
存

を
参

す
る
部
分
に
つ
い
て
の
聾
黙
の
異
同
の
全
例
を
掲
げ
る
。

照
。
但
、
本
稿
は
次
の
迫
加
表
に
基
く
も
の
と
す
る
〕

O
(本
文
篇
補
)
迫
加
表

付
本
文
に
附
さ
れ
た
聾
鞘
巻
第
十
四

〔
掲
出
要
領
は
前
に
同
じ
。
各
用
例
に
つ
い
て
は
前
披
(
本
文
篇
補
)

に
次
の
用
例
を
加
へ
る
。

7
割
墨
長
田

河
墨

斬

m割
朱
墨
坂

加
墨

。身

。狭

250 
塁

。談

別
墨

咽一附一

256 
墨

大
磐

274 
朱

御
倉
小
倉

276 
墨

。角

加
朱

イ白。

l商

351 
墨

高
抜
原

刑
制
忠
臣

。菟
。代
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付
本
文
に
附
さ
れ
た
聾
貼

i
前
田
本
に
の
み
存
す
る
も
の

巻
第
十
四

37 
墨

蚊
屋
野

河
墨

斬

m墨

主
嶋

制
朱

筑
足@

.流
域

260 
墨

。固

261 
~ 

百
済
王

北
大
文
学
部
紀
要

269 
墨

。虎

川
山
墨

東
城
王

巻
第
十
七
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山
朱

輿
慮
忘
謎
鳴

・am

・

112 
朱

阿
利
等
棋
ξ

底

165 
墨

安。

。疋三

231 
割

墨

。上
臣。



前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
貼

同
園
書
寮
本
に
の
み
存
す
る
も
の

巻
第
十
四

叩

川

墨

海
部
直

307 
墨

博
徳

313 
朱

(

伊

)

と

…
山
南
本
に
存
し
て
互
に
異
る
も
の

巻
第
十
四

119 
朱

.禰

.儒

126 
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篇
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掲
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。
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羽
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さ義
却
盟
国

問

問

友

関

蹴

ハ位、

「
コ
キ

γ
」

ル
ク
セ
シ
一
ム
了
1

ル
芝
セ
シ
ム

宝
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〉
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i
ノ
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、
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、
メ
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ー
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-
「
カ
フ

川
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墨

f、t 、 スミ
領、ヘチ
制、ヲ」

V 、サ扶
、メ」ノ

、夕

、・マ
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フ
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、サ
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、夕
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i
朱
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水‘J
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圃
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寮
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の
み

存“
す
る
も
の
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左
朱
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朱
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的
左
墨

巻
第
十
七
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1
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4
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、
、
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付
本
文
に
附
さ
れ
た
聾
貼
に
つ
い
℃
は
、
同
じ
語
に
謝
す
る
聾
貼
が
動
揺
し
て
ゐ
る
に
比
し
て
南
本
の
開
の
異
同
は
少
い
と
言
ひ
得
る
。

…
山
雨
本
に
存
L
て
互
に
異
る
も
の
で
は
、
去
聾
と
卒
整
軽
と
の
や
う
に
不
安
定
な
調
値
に
基
く
外
に
、
歌
謡
で
は
別
の
要
素
も
原
因
し
て

ゐ
る
や
う
ー
で
あ
る
?
，

同
新
貼
に
附
さ
れ
た
麓
黙
巳
つ
い
て
は
、
-
園
書
寮
本
に
去
聾
貼
の
用
例
が
無
く
(
山
雨
本
に
存
し
て
互
に
異
る
も
の
の
中
に

十
四
抑
左
墨
ー
ヤ
リ
J
J
Y
J
n八
十
〉
に
U

北
大
文
学
部
紀
要



諮
問
本
日
本
書
絶
院
政
期
賂

の
如
き
例
を
見
、
前
田
本
で
去
聾
貼
の
有
る
他
の
箇
所
で
は
圃
書
寮
本
に
聾
酷
を
扶
く
等
)
、

十
四
制
墨

卒
聾
軽
貼
に
つ
い
て
も

カ
ヘ
リ

l
カ
ヘ
リ
(
反
)

コ
ロ
サ
ム
|
コ
ロ
サ
ム
(
賂
刑
)

都

墨

ア

ジ

グ

l
ア
シ
グ
(
暴
)

別

選

ア

カ

チ

l
ア
カ
チ
(
分
散
〉

出

塁

ト

W
J
lト
い
ホ
》
(
寓
皇
)

四
墨
ヤ
マ
ヒ
ジ
|
ヤ
マ
ヒ
シ
〈
蓮
疾
)

出

塁

ミ

セ

i
ミ
セ
〈
示
)

間
左
墨
マ
タ
キ

l
マ
タ
キ
(
節
〉

の
如
く
前
田
本
と
異
り
、
前
田
本
と
の
聞
に
質
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
但
、
前
に
二
、
加
貼
様
式

を
附
し
た
前
田
本
の
全
二
十
八
例
中
、
「
ミ
」
に
劃
す
る
二
例
の
例
外
的
箇
所
を
国
書
寮
本
で

十
四
捌
塁
、
パ

1
1

ミ
、
コ
、
、
、
ロ
(
心
)

十

四

日

墨

ミ

1
1

ミ
山
市
・
マ
セ
内
(
睡
)

の
如
く
訂
し
得
る
等
、
併
せ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

311 
墨

四
、
む
す
び

以
上
を
要
す
る
に

で
遮
ベ
た
接
頭
語
「
み
」
に
聾
貼
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。
前
岡
本
の
訓
貼
は
、
本
文
の
書
潟
よ
り
は
後
れ
て
加
貼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

。
前
田
本
と
聞
書
寮
本
と
の
訓
黙
は
近
い
開
柄
に
あ
る
が
、
後
者
が
前
者
を
全
く
其
の
ま
ま
に
受
継
い
だ
も
の
で
は
な
い
。

0

前
田
本
の
仮
名
字
燈
の
中
に
は
古
睦
字
も
交
っ
て
ゐ
る
が
、
国
書
寮
本
の
移
駐
さ
れ
た
、
氷
治
二
年
頃
以
降
の
新
し
い
字
盤
を
含
ん
で

時。ヲ(
V
O

。
前
田
本
の
ヲ
コ
ト
貼
闘
の
線
貼
・
鈎
貼
(
朱
墨
共
〉
に
は
、
園
書
寮
本
に
無
い
も
の
も
相
時
間
量
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
o

o
前
田
本
の
訓
貼
の
中
に
は
、
圃
書
寮
本
に
無
い
僻
畳
一
日
的
訓
を
含
ん
で
ゐ
る
。

0

訓
貼
に
附
さ
れ
た
撃
貼
は
、
前
田
本
の
み
に
存
す
る
も
の
が
多
い
。

0

前
日
本
の
訓
臨
に
附
さ
れ
た
聾
貼
は
、
卒
(
低
イ
)

-
上
(
高
イ
)
・
去
(
上
ル
)

-
卒
軽
(
下
ル
)
と
い
ふ
四
つ
の
調
値
把
握
に
基
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い
て
加
貼
さ
れ
た
も
の
で
、
本
文
に
附
さ
れ
た
聾
貼
よ
り
信
頼
の
置
け
る
も
の
で
あ
る
。

。
前
田
本
の
加
貼
年
代
は
、
以
上
の
こ
と
を
綜
合
し
て
考
へ
る
と
、
固
書
寮
本
の
移
貼
さ
れ
た
永
治
二
年
頃
よ
り
は
遅
れ
る
院
政
後
期

と
見
る
の
が
安
嘗
で
あ
る

(
但
、
前
田
本
の
訓
貼
は
圃
書
寮
本
の
訓
貼
よ
り
古
い
要
素
を
有
つ
)
。

以

上

野
記

本
稿
を
成
す
に
当
り
、
太
田
日
間
次
郎
先
生
・
飯
田
端
穂
氏
を
始
め
と
す
る
前
回
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
、
及
、
川
瀬
一
馬
博
士
に
多
大
の
御
便
宜
を
御

取
り
計
ら
ひ
い
た
だ
い
た
こ
と
は
前
々
号
、
及
、
前
口
一
勺
同
様
で
あ
り
、
謝
意
を
棒
げ
奉
る
。
尚
、
本
稿
も
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
を
交
附
さ
れ
た

『
日
本
書
紀
古
訓
の
研
究
』
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
校
正
に
は
北
海
道
大
学
大
学
院
学
生
永
田
信
也
氏
・
漆
崎
正
人
氏
を
煩
は
せ
、
札
幌
室
谷

印
刷
に
は
引
続
き
困
難
を
極
め
る
組
版
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
を
併
せ
て
記
し
、
謝
意
を
表
す
。

北
大
文
学
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紀
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